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ちゃんと効く，発問
「発問」づくりのキモ　　藤江康彦
実践的思考力を育成するための発問　　池西静江
教材からデザインした発問の実践例　　
池西静江・石束佳子・阿形奈津子

学生の思考を促す発問のために必要なこと　　安酸史子
階段をかける発問について　　三浦友理子
【新連載】
リズムとからだ　「うまくいく」と「うまくいかない」の謎・1　　
伊藤亜紗

すべって，転んで，立ち上がるために　看護職生涯発達学から・1　　
佐藤紀子

看護教育，継往開来！・１　　江藤裕之・林千冬

【連載】
優れた “わざ ”をどう伝えるか─
技術の「背後にある意味」を教える・4　　川嶋みどり

「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対応─臨地実習における
教育上の調整を考える・4　　小川純子
学生なら誰でも知っている看護コトバのダイバーシティ・4　　
木村映里

東西南北！ 学生募集旅日誌・10　　高塚由香里

● 20年近く前，街や電車内でキスをす
るカップルがやたらに溢れたことがあり
ました。このとき，「日本人も欧米人の
ように自然にボディタッチする文化が
育った」ともっともらしく言う人がけっ
こういました。けれども，20年後のい
ま，確かに以前よりは友達同士でハグし
たりすることは増えたかもしれません
が，親子兄弟でキスし合う場面などはほ
とんど見かけません。しょせんはテレビ
のバラエティに煽られただけのブーム
で，文化でもなんでもなかったというこ
とです。●ことほどさように，この国で
はいまも，日常的な身体接触は「特別」な
ものです。が，看護場面ではそうではあ
りません。そのギャップを埋めるのには，
基礎教育の段階から積極的に身体接触を
経験していく必要があると思われます。
性的マイノリティの存在も意識しなが
ら，機会を増やしていってもらいたいと
思います。 ……大野
●愛はきっと奪うでも与えるでもなくて
気がつけばそこにある物，と歌ったのは
ミスターチルドレン（もう 20年前です
ね。多くの学生さんはきっと知らないの
でしょう）ですが，腹回りの贅肉もまた，
気がつけばそこにある物のリストに加え
てもいいと思っています。先月号に続い
て，自分の腹の話で恐縮です。先日，あ
る女性タレントが太った女性芸人のこと
を「人間ではない」と発言したようです。
文明人ならばすべからく，腹の肉は「努
力で何とかせねばならない」のでしょう
か。●ことほどさように，現代人はホモ・
ディアエタ（痩せる人）なのかもしれませ
ん。世界にダイエットという価値をつ
くった国，アメリカの変遷を心配しつ
つ。 ……番匠
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教える力を養うための継続研修を

キャリアを支援する 
赤十字看護専門学校教員ラダー

教員は，研究も行いますが，本来は文字通り「教える」人です。
ですので，すべての教員にとって，教育力 UPは至上の命題と
言えます。しかし，看護教員が，教育に携わる前に「正式」に教
育を学ぶ機会は，専門学校教員を対象にした教員養成講習会を
除けばほとんどありませんし，大学教員に至っては，他学部の
教員同様，教育を学ぶ機会がないまま授業に臨まねばなりませ
ん。大学では FDが義務づけられたものの，一般大学において
ですら，その中身の多くが講演会やシンポジウムで，具体的な
教育技法や授業検討への取り組みは少数派のようですから，看
護教育においてもそう変わりはないでしょう。
ほとんどの看護教員は，学生を思い，上手に授業を行いたい，
効果的に教育したい，と考えているはずです。であれば，個人
の研鑽はもちろんですが，組織として教育を学ぶ機会を提供す
ることこそが，いま必要なのではないでしょうか。
今回は，看護教員の教育力 UPのために必要な継続教育の内容
を再考し，学校単位，地域や自治体単位などで継続して教育力
UPの機会を設けることによって，全体の底上げを図る方法を模
索します。経験則よりもエビデンスを重視した看護が求められ
るようになって久しいですが，教育こそ「経験則だけで教えられ
る」という思い込みから脱却する必要があるはず。継続研修で教
える力を養う機会を増やしていただきたいと思います。

■FDを教育力 UPのための継続教育の視点で
とらえる ……………………………近藤麻理

■看護教員養成において足りないものを補うに
は ……………………………………新保幸洋

■専任教員養成講習会受講後に─教育力を高め
るために必要な学校管理者の役割 …………
 ……………………………………江川万千代

■【鼎談】教育力 UPのための効果的な継続教
育を求めて ……………………………………
 ………杉原多可子／鳥井元純子／佐藤浩章

【2016年 12月号（Vol.57 No.12）】

身体知をリベラルアーツに
【2016年 11月号（Vol.57 No.11）】

使える「患者役」になろう！
【2016年 10月号（Vol.57 No.10）】

「病態関連図」を 
おもしろく！

【2016年 9月号（Vol.57 No.9）】

さぁ、臨床判断モデル
【2016年 8月号（Vol.57 No.8）】

論理的に書こう！
【2016年 7月号（Vol.57 No.7）】

論理的に話そう！

病院などで，看護実践能力や管理能力のラダー，コンピテンシー
の明示が広がりつつある一方で，教員の教育実践能力を評価し，
成長段階でとらえようとする教育機関はほとんどありません。
確かに，教育能力を正確に計る，ということは実現が難しいで
すが，参考となるラダーやコンピテンシーがあれば，自身の教
育実践能力を客観的にとらえられ，また他者から教育実践能力
を評価され，ポジティブなフィードバックを受けることで，キャ
リアアップにつながることが期待できます。
日本赤十字社が非常に考えられて構築した「看護教員のキャリア
開発ラダー」は，すでに導入から 3年がたち，所属する多くの教
員が認定を受けており，組織全体の取り組みとして，すべての
レベルでも認定が進んでいます。また，より良いラダーのため
の見直しも行っています。
今特集では，看護教員ラダーの概要を改めてご紹介するととも
に，認定を受けられること，また評価をすることが，ご自身の
教員としてのキャリアにどのような影響があったのか，ご体験
から語っていただきました。
多くの教育機関で，継続研修の指標に，また教員のキャリア支
援の一環として，ラダーの設定が教員たちにどのような影響を
与えるか，今特集がご参考になることを願っています。

■看護教員ラダー導入 3年目の成果と今後の
課題 ………………………………小越佐知子

■認定を受けた立場から　歩みを振り返り，成
長につなげる
レベル I　日々の積み重ねとしてのラダー
 …………………………………… 岩村直美
レベル II　自分と向き合い，課題を見出して
いく …………………………… 藤元由起子
レベル III　「創造」としてのラダー認定
 ………………………………… 箕口ゆう子
レベル IV　副学校長としての自信を深める
 …………………………………… 柳めぐみ

■評価をしてきた立場から　仲間たちを認め，
自らも学ぶ機会に
レベル I・II　評価者として　「評価会」を中心
に ………………………………… 満間信江
レベル II・III　評価者として　成長につなが
るポジティブフィードバック … 高岸壽美
レベル IV　評価者として　質的なリフレク
ションを導くナラティブ評価 … 小松智子
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